
本セミナーのねらいについて

（内容）
１．本セミナーの位置づけについて

２．本テーマを選定した理由とは

（第2回 埼玉県立大学地域包括ケア推進セミナー、2018/11/24）
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 県の協力（後援など）を受けて、県内市町村や関係団体に本学の
取組みを広く周知していく。

 ３つの柱の実践を通じて、今後、県内市町村への個別支援に展開し
ていく。
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【H30実績】 10/6開催
テーマ ｢地域包括ケアの深化に向けた

諸課題と対応策｣
講演者
田中 滋 ：県立大学理事長
迫井正深：厚労省審議官
斉藤正身：医療法人真正会理事長
野﨑伸一：厚労省生活困窮者

自立支援室長
川越雅弘：県立大学教授

参加者:約350人

【目的】国の施策の動向や方向性，
基本的考え方などを学ぶ

地域包括ケアを推進するための３つの柱
－本セミナーの位置づけとは－

研究開発センター
シンポジウム（H28～）

地域包括ケア推進セミナー
（H30～）

【目的】地域包括ケアに関わる関係者
の実践力を高める

【目的】地域資源の開発を通じて実践
者への支援体制を強化する

【H30実績】
第1回（7/27開催）
「在宅医療・介護連携の展開プロセ
スを学ぼう！｣ 参加者:107名

第2回（11/24開催）
｢ファシリテーション力を高める｣
参加者:65名

第3回（2/21開催予定）
｢自立支援のための方法論を学ぶ｣

【H30実績】
第1回（9/4開催）
今後の進め方に関する打合せ会議

第2回（11/30開催予定）
｢住民の困りごと/支援ニーズを知ろう｣
参加予定者:92人

第3回（H31.2開催予定）
｢企業・組織の活動内容を知ろう｣

地域包括ケアを推進するための
ネットワーク会議（H30～）

今後の展開



今回のテーマの選定理由とは

国の施策動向の把握
（関係者に期待される
役割とは何か）

現状分析

（個別事例，既存データ，

アンケート等の分析）

課題解決に向けた

方法論の内部検討

関係者を交えた

多職種・多主体会議

（各種協議体，地域ケア

推進会議等）

モニタリング

(経過確認)

評価

(現状維持/修正)

解決すべき
地域課題の抽出
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1. 地域課題を把握する力（⇔地域課題に関する情報提供，データ分析結果の紹介などを行う予定）

2. 地域課題を関係者間で共有する力（⇔ファシリテーション力強化に向けた研修を行う）

3. 各地の事業展開プロセスを学び，自地域で展開する力

（⇔先進事例の紹介，市町村等での直接支援を行う予定（希望される地域等に対して））

地域課題力を向上させるために必要な要素とは


